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年度の取組実績を次のとおり報告します。

No

今年度も農業、腸内環境、住環境、自然環境に関する学びを深めていき、それ

に関するワークショップ、授業などを提案していきたいです。
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米粉の普及活動の一環として、山形庄内の「コメル」と言う米粉を

使った洋菓子店の催事販売。湘南モールフィルで行われた山形産直出

前便の催事販売。健康と環境の改善にとても良いモリンガの催事販

売。第４週の日曜日にテラスモール湘南で開催されるC Side マル

シェにてモリンガの販売。

米粉の普及に関する企業の事業の立案、提案や販売促進活動。農作物やモリン

ガの販売促進活動を通して、日本の農業が発展するようにお手伝いをしていく予

定です。アニマルウェルフェアの活動としてワンちゃんのおやつにモリンガの販

売を提案していく予定です。催事の企画。販売のアドバイザーとしての販売指導

など。
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2023年9月12・15・25日 N高等学校/S高等学校/N中等部の生徒を対

象とした農業とIT環境をテーマの授業提案。角川ドワンゴ学園の職員

の方と山形大学農学部の市浦助教授のご協力のもと「AIは、野菜を作

る」という全３回の授業を実施。最終日は、個人個人の注目するテー

マを発表。農業の抱える諸問題や現在運用中の農業用AIについてな

ど、鋭い視点の意見交換をしつつの双方向型の学びの多い授業となり

ました。

2024年10月上旬　N高等学校で昨年行った「AIは野菜を作る」の続編の授業企

画の提案と実施。今回は、実際に山形大学へ出向きAIを使った農業の体験、

SDGsカードゲーム、地元の農園での農業体験を通してのフィールドワーク授

業。ITを使い最先端の農業を学びつつ、自然環境、風土、歴史、伝統の食文化な

ども通して、日本の良さを知ってもらえるような企画の提案をしていく予定で

す。また、学校、企業、などで、SDGsカードゲームを体験してもらい環境に関

する興味関心を深める活動をしていく予定です。
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9/15(金）H2＆FC EXPO秋　水素・燃料電池展に行きJFEなどの取り

組みについての講義などを受講してきました。特に水素エネルギー政

策に興味があり、水素タンカー、水素プラント、水素ステーション、

水素電池技術についての講義を聞いたり、ブースを見学してきまし

た。水素にもグレー水素、ブルー水素、グリーン水素、などいろいろ

な種類があり、作られる過程により変わってくるようでした。


